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お
も
な
こ
と
が
ら

【1面】△市長、議

長新年あいさつ八

第52回定例市議会

△復旧忽ぐ竜仙僑

∠．昭和水路着工ム

△有権者26．708呂

【2面】A酪農施設

へ50％補助△予約

殺到の六呂師スキ

ー場△小中学校に

ストーブ八改善さ

れた国民年金

1
2
月
の
人
口
の
動
き

出生男28女25計51

死亡〃21〃14ft35

転人〃76刈02〃178

転出・・・79〃76〃155

　

世帯9．222

人口45．411
男2に762女23．649

々
ひ
か
り
ふ

純
白
の

イ
プ
ケ
ノ
ダ
ー
ド
レ
ヌ
を
盾

た山
よ
／

あ
な
た
は
私
に
ほ
ほ
え
み
か

け
る
。

質
素
で

上
品
な
白
と
果
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト

由
よ
／
。

あ
な
た
は
私
に
さ
さ
や
き
か

け
る
。

に
お
う
七
が

あ
な
だ
か
ら
わ
き

註
地
の
す
み
ま
で
走
る
と
き

山
よ
／

あ
な
た
は
私
を
ふ
る
い
た
た

せ
る
。

　

〔建設二題〕

復旧急ぐ゛竜仙橋、

　

完成は明春の予定

　

伊勢昭台風で流失した市道・伏石、柿

ケ島、唯野線の九頭竜川にかかる竜仙

橋の復旧は総工費2千726万円で昭和35

年から3ヵ年継続事業として、ピーエ

ヌコンクリート碓（長さ□4メートノレ

幅3．6メートノレ）の建設に着手して以来

急ピッチで工事が進められてトます。

　

35年度には工費327万円で下唯野か

らの取付道路（□6メートル幅4．5メー

トノレ）と両岸の橋台2基ができ、36年度

にはトr－462万円で鉄罷コンクリートの

橋脚5基と、柿ヶ鳥からの取付道路の

建設が急がれています。37年拓こは全

工事が完成する予定です。

　　

（写真は僑脚工事現場）

昭和水路も着工

　

なだれでこわれた昭和水路（唯野地

係）の復旧は、工費850Tり円で12月か

ら本工転こ着手されました．この水路

は唯野、蕨生地Xの水田33ヘクタール

をうるおす唯一のもので、昨年の大町 で、魚見陽と七板発電所取人口間約

100y－トルが水路もろともなだれに

あト、原ぼ復｜［iが不可能のため工事が

おくれていましたが、こんど延長200

メートノレのずい道（高さ1．5メートル、

幅I．シートノレの馬てい形）として復

旧することになり、目下急ピッチで工

事が進められております。全工事竃成

は、5，月の予定です。

　

（写真はいそがしい工事現場）

追加予算など16議案を可決

第52回定例市議会

　

第52）1－ぷ洸臨飛言は12’J14日から6

剛こ才辻呵糾し、牡36年

度一役会計追碩更11ミ予算など16巌案と

請願、泌yf22けについて浜重帛議がお

こなわれ次のとおり議決されました。

議案第86～88号専決処分jZ）報告につ

　

いて

　

▲市打陣を造陣するため、農林漁業

金融ジ庫から120万円の包盾とその圀：

還方法。

　

▲老りした富田出張所の土蔵を売却

すること。

　

▲庁介建設費として大蔵省資金運用

部から2千500万円の起債とその肌還方

法っ

　

▲駅東ト地［べ晰悠理T’Jf業賞として公

営企業金宅公ぷから5つ○万川の起債と

直還方法を決めました。

議案第89号一般会計追加更正予算に

　

ついて

　

こんど5千2ひ9万300円か追UH更正さ

れ。予算総額6直1千233万9千800円と

なりました。おもなものは人事院勧告

の実兇による人件費499万円、災害復

旧費2ニr－972万円、中小企業年末融資貸

付副千36万円、東部中学校建設費516

万円、社会福祉費361万円などが増額

されました。

議案第90～92号特別会計の追加更正

　

予算について

　

国保・水道・駅東土地区画整理事業の

関係職員の給与の引上げと、診療所の

災害補修費2T万4千500円が増額されま

した。

議案第93号一般職の職員の給与に関

　

する条例の一部改正について

　

8月8日の人事院勧告による給与の改

正で、平均9．5％のベースアップsが決

まりましたっ

議案第94号特別職の職員の給与に関

　

する条例の一部改正について

議案第95号議会の議員の報酬および

　

費用弁償に関する条例の一部改正に

　

ついて

議案第96号教育長の給料ならびに旅

　

費支給条例の一部改正について

　

以上三議案共一般職員のベースアッ

　

プの線に準じて改正されました。

議案第97号大野市保育所保育料徴収

　

条例の一部改正について

　

保育料を滞納した場合は、国税滞納

処分の例によって処分することに決ま

りました。

議案第98号予算外義務負担について

　

東部中学校建設費1千140万円と小中

学校のストーブ購入のため250万円を

予算外義妨負抑とすることが決まりま

した。

議案第99号工事請負契約について

　

竜仙橋の災害曳旧工事をト「462万9

千円で「宮田組」、ミ’叉林道開設工

事を9％万円で「沢谷組」、東部中学

校第2期工事を2千300万円でlへ

とそれぞれ請負契約することが決まり

ました。

議案第100号、昭和36年度義務教育施

　

設事業費の起債について

　

下庄中学校の増築費として下庄農協

から470万円の起依とその償還方法が

決められました。

議案第101号昭和36年9月第二室戸台

　

風による被害者に対する。市税の減

　

免に関する条例の制定について

　

減亀される市税、国民健康保険税の

減兜基準は市報10月号に記載のとおり

と決まりました。

，謹んで新存のおよろこび申し上げます

市長森広治兵衛

　

二としこそは大

野ヤ躍進の年とし

て、市政全収にわ

たり内容を七実し

て皆さんの福祉増

進と生ミの安定向

トのために微力で

はありますが全力を尽したいと考え

ております。何とぞ深いご理解とご

協力をお願いいたします。

　

昭和37年元しt

市議会議長中山利夫

　

あけましてよごめ

でとうございます

皆さん。のご支援な

えて、市政発展の

ため全力をあげて

まい進したいと念

願いたします。ど

うぞ強いご支援とご協力をお願いし

ます。

　

昭和37年元旦

第
5
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
　

め
で
た
く
完
成

　

わたし

たちが久

しく開設を待望していた大野テレビジ

ョン中継所の落成式は、さる12月20日

荒島山ろくスキー場地がかりの同中継

所で、名古壁放送局長をはじめ関係者

多数が出席し蛾しゅくに行われました

　

すっか・）新装なった同中継所はNH

Kご自t曼の無人操作設備で十分その偉

力を発揮する。これで大野。勝山両市

にわたり電，伐の真空地帯も解消できて

テレービズ化の．ご乱こ浴することが実現

したれナてあるJ

　

（写真は無人操作のテレビ中継所）

成人者は733名

　

L剛5ロは成人の口です。ことし成

人される人たちは市内で753名（男352

女401）です。この人だもの前途を祝■

する成人式は例年通り3月15日に行わ

れます。

電話の度数料

　

電話の度数料は市内へかけた度数と

福井（0776）へかけた度数が合算してあ

ります。

○市内へかけたとき相手が受話器を取

り上げると同時に一度かかります。

○福井C0776）へかけた通話は一時数（5

分間）ごとに4回度数が加算されます。

有権者は26，708名

　

基本選挙人名簿確定

　

基本愚挙人名簿はさる9月15日現在

で調製し、15日間の豪覧を経て12月20

日確定いたしました。総数は26．708名

で前年より347人も増えましたっ

　

各地区ごとの有権者数は次のとおり

と決まりました。

男 女 計

大野 4．832 5．947 10．779

下庄 2．035 2．348 4．383

乾則 413 471 884

小山 605 651 1．254

上庄 1．858 2．107 3．965

富田 1．331 1．486 2．817

阪谷 1．004 1．093 2．097

五箇 272 257 529

計 12．348 14．360 26．708

風見鶏

▼
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
「
元
朝
や

皆
見
覚
え
の
紋
所

」
（
于
規
）
新
水
を

汲
ん
で
こ
の
年
こ
ぞ
と
祈
る
元
1
1
こ
ぞ

何
度
味
わ
っ
て
も
い
い
も
の
で
あ
る
。

▼
「
人
の
5
し
ろ
に
え
り
合
わ
せ
た
り

初
鏡
」
（
汀
女
）
い
く
ら
時
代
が
変
っ
て

も
、
女
性
の
か
た
は
着
物
の
方
が
正
月

ら
し
く
て
い
い
も
の
だ
。
▼
「
は
っ
日

出
で
岬
の
し
り
ぞ
く
海
波
か
な
」
’
蛇

笏
）
「
日
の
春
を
さ
す
が
に
鶴
の
歩
み

哉
」
（
其
角
）
都
心
の
雑
踏
を
さ
け
て
、

海
辺
に
山
野
に
正
月
の
感
覚
は
く
っ
き

り
と
映
る
も
の
ら
し
い
、
▼
「
爽
山
静

か
に
羽
了
の
舞
い
落
ち
ぬ
」
（
淑
子
）
「
毛

ま
り
唄
か
な
し
き
こ
と
を
5
つ
く
し
く

」
（
虚
子
）
童
児
た
ち
の
な
す
こ
と
言
う

こ
と
み
な
が
、
こ
よ
な
く
美
し
く
見
え

て
、
お
と
な
た
ち
を
童
心
に
か
え
ら
す

も
の
で
あ
る
。
「
タ
コ
の
糸
天
に
は
見

え
ず
指
に
見
ゆ
」
（
誓
子
）
の
旬
も
よ
い
。

正
確
な
も
の
を
ね
が
う
私
た
ち
の
心
根

と
も
言
・
こ
へ
き
か
。
▼
そ
し
て
「
元
日

や
手
を
洗
い
を
る
夕
ど
こ
ろ
」
（
龍
之

ぐ
）
正
月
は
静
か
に
家
に
お
る
べ
き
で

あ
る
。
「
山
茶
花
の
垣
一
重
な
り
法
華

寺
」
（
漱
石
）
「
雪
の
夜
の
紅
茶
の
色
を
愛

し
け
り
」
（
草
城
）
夜
は
こ
た
つ
を
か
こ

ん
で
I
家
団
ら
ん
の
時
を
す
ご
す
。
話

は
お
の
ず
と
新
し
い
年
の
計
画
で
も
あ

ろ
う
か
。
▼
「
ど
こ
か
ら
か
日
の
さ
す

ね
や
（
閏
）
や
よ
め
が
君
」
（
鬼
城
）
鼠
は

大
黒
大
の
け
ん
族
だ
と
い
う
の
で
、
正

月
だ
け
は
祝
っ
て
こ
5
呼
ぶ
の
だ
が
、

い
か
に
も
人
間
味
が
あ
っ
て
愛
ら
し
い

ｙ
爆
核
実
験
を
く
り
か
え
す
野
ば
ん

な
人
に
見
せ
て
や
り
た
い
く
ら
い
だ
。

▼
t
V
’
f
ノ
こ
六
ノ
し
て
い
る
う
ち
に
正
月
三

日
も
、
ま
た
た
く
う
ち
に
過
ぎ
る
。
や

が
て
初
荷
も
入
る
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
に

従
事
す
る
人
た
ち
は
、
日
増
し
に
変
動

し
て
や
ま
な
い
こ
の
一
年
を
乗
り
切
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
よ
き
一
年

で
あ
れ
か
し
と
祈
り
、
お
瓦
い
の
ご
健

闘
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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酪農施設へ50％補助
市乳、優良子牛の生産地に指定

　

大野市はさる10月19日に家畜改良団

地（曖良乳牛子牛の生産育成）の指定を

受けました。これは優秀な乎L牛の子牛

を生産して育てると、県ではこの子牛

1頭に補助金5千円を出してくれます。

　

なお同年日月17日には市乳主産地

（乳牛を5年間に。1団地1．000頭にふ

やし日産6トンの市yLの生産）の指定を

受けました。この事業は昭和37年度よ

り5ヵ年計画で、共同畜舎、共同放牧

場、共同さく乳所、家畜管理所、自給

飼料生産施設、乾草調整施設、集yL所

などの事業にとりかかり、これに対し

て50％以内の補助が出されることにな

つています。

　

盤業怯本法が制定されて、新しい農

業を方向づける基本が造られましたが

農家の皆さん方は諸情勢をよく認識し

て新しい農業へ踏切るように心掛けま

しよ‰この主産地の指定も今後同法

の趣旨にもとづく選択的拡大の1部門

であります。大野市は田の面積の70％

以上が乾田であり、この土地をうまく

利用したり恵まれた山地を牧野や草地

に利用すればこの計画が順調に進むの

ではないかと思います。農家の皆さん

方の理解と協力により1年でも早く目

的を完火されたいものです。

うれしい悲鳴／

予約殺到の

六呂師スキー場

　

スキーシーズンを前に、r燧越の各ス

キー場では、年末年始の連齢こ遠く京

阪帥方面からスキーヤー6．000人、余り

の予約申し込みが殺到し地元民家では

受け入れきれず、うれしい悲鳴をあげ

ています。

　

市ではさる11月から宣公カーをくり

だしスキー客の誘致にのりだす一方、

地元ではスキー場の芝：刈りや施設の整

備に余念がなく、婦人たちも料理講習

会を開いて腕をみがくなど、お客の受

け入れ態勢はすっかり終り、あとは雪

を待つばかりとなっています。

　

（写真は婦人だもの料理講習）

アホナコッチャ．／

あほなこっちや．／

　　　

年賀状

着きましたらおめでとう。

　　　　　　　

一郵政省－

ト
ラ
談
義

　

「
コ
ケ
ツ
（
虎
穴
）

に
入
ら
ず
ん
ば
コ
児

を
得
ず
」
。
「
ト
ラ

は
死
し
て
皮
を
残
す

」
。
「
前
門
の
ト
ヲ

後
門
の
オ
オ
カ
ミ
」

　

「
ト
ー
フ
の
威
を
借
る
キ
ッ
不
」
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
は
ト
ラ
に
ち
な
ん
だ
こ
と

上
わ
ざ
や
物
語
が
数
多
く
あ
り
、
ま
た
動
物
園

や
お
も
ち
や
、
マ
ン
ガ
な
ど
に
も
輦
場
し
て

よ
い
子
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
る
。
ま
こ

と
に
上
わ
れ
上
わ
れ
人
間
に
縁
の
深
い
動
物
で
あ

る
が
、
二
本
足
の
大
ト
ラ
、
小
ト
ラ
、
こ
い

つ
は
ち
よ
っ
と
い
た
だ
け
な
い
。
漫
才
で
は

な
い
が
「
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ユ
ー
ウ
オ
ー
ノ
」
と

ド
ー
フ
声
を
張
り
あ
げ
、
お
ま
わ
り
さ
ん
に
「

も
5
タ
イ
ガ
ー
（
た
い
が
い
）
に
し
ろ
」
と
保

護
さ
れ
た
り
し
な
い
・
よ
う
注
意
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
酒
は
百
薬
の
長
、
殺
し
て
飲
ま
ず

生
か
し
て
飲
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
と
し
は
そ
の
ト
ラ
年
、
い
か
な
る

ビ
ッ
グ
一
一
ユ
ー
ス
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
は

知
る
山
も
な
い
が
、
ち
な
み
に
歴
史
を
さ
か

の
ぼ
り
古
い
ト
ラ
年
の
目
ぼ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

を
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、

一
、
応
神
天
皇
が
阿
知
な
る
者
を
呉
の
国
に

　

使
わ
し
織
物
と
織
女
を
・
ぶ
め
た
。

二
、
皇
匯
人
Q
の
時
に
止
江
小
懇
田
の
宮
に

　

退
都
。

三
、
後
冷
泉
天
皇
の
時
に
前
九
年
の
役
。

四
、
延
人
三
乍
足
利
丿
氏
征
・
．
J
一
へ
片
、
j
軍
と
な

　

る
。

五
、
徳
川
家
康
が
江
戸
城
へ
初
入
城
。
人
正

　

十
八
年
。

ま
だ
い
ろ
に
‥
い
ろ
と
あ
る
が
、
紙
面
が
な
い
の

で
省
略
す
る
が
、
そ
の
他
ト
ラ
年
生
れ
の
有

名
人
を
挙
げ
て
み
る
と
、
上
杉
謙
信
、
大
塩

平
八
郎
、
大
久
保
利
道
、
犬
養
木
堂
、
若
槻

礼
次
郎
、
聘
富
健
次
郎
、
夏
目
漱
石
、
正
岡

子
規
。
当
市
と
ゆ
か
り
の
深
い
大
と
し
て
は

大
野
藩
土
井
ぶ
二
代
利
治
の
重
出
、
内
山
良

休
な
ど
が
あ
る
。

　

F
・
フ
と
ト
え
ば
な
つ
か
し
い
加
曝
清
正
の

兜
退
治
が
あ
り
、
印
度
、
マ
レ
ー
万
面
の
面

白
レ
唄
灯
り
の
話
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
の

機
会
に
ゆ
ず
り
だ
ト
。
と
も
あ
れ
、
兜
は
一

日
に
千
里
を
走
る
と
い
う
、
わ
た
し
た
ち
の

大
野
市
も
大
い
に
躍
進
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
っ

て
筆
を
お
き
た
い
。

“ウア／ストーブ。

ポクたちは大よろこび

　

12月から市内20の小中学校259学級

全部に新らしくストーブが取り付けら

れました。これまで冬期間、炭火で教

室を暖めていましたが、木炭の値上り

と、火の用心、衛生面も考慮して、こ

んどPTAの皆さん方がL仏力してくだ

さり一斉にストーグがいれられたもの

で、教室ノ簡本が適変に暖められ。ばく

たちの学習成績も大いに向上するよう

楽しく勉強しています。

　

（写真はメトープを囲んで笑顔の子

　

ら）

重要道路はブル

ドーザーで除雪

　

冬期間の交通を確保するため主要幹

線道路は、プルトーザーで除雪をおこ

ないます。広範囲であり、作業を敏速

におこなうため、次のことに協力して

くださtヽ。

△道路脇に障害となるものを置かない

　

こと。（もし破損しても市は責任を

　

もてません）

△水田などに砂利が入った場合は各部

　

落で処理してください。

△危険と思われる橋の補強に。は努めて

　

協力してください。

住宅姓設資金）が

借りられます
申し込みは2月末まで

　

住宅金融公庫から、ことしも長山漁

村の住七建設資金の特別貸し付けがお

二なわれます。借り受けをご希望の方

は2月末までに市の建設課へ申し込ん

でください。

△貸し付けの対象

　

イ農林業を主とする職業で旧大野町

　　

下庄、小山の方。

　

口住宅の部分が30～100謳方メート

　　

ノレまでのもの（原則として木造で

　　

あること）

こ貸し付け額

　　

20～50万円まで。

△償還方法

　　

利息年5分5厘、返済期間18年の月

　　

払い。

雨水、流水にご用心

　

放射能除去に浄化装置を

　

こんどの超大型核爆発の実験によっ

て多量の放射能が雨水に含まれていま

す。雨水、流水など放射能をふくんだ

水をそのまま飲用水として長期間使用

しますと人体に害があるといわれます

　

入水を飲用水に利用される場合は、

ドラムかんまたは4斗だるで次の図の

ような浄化装置を作りましよう。この

装置によって4分の5程度は除去できま

す。

（注）小砂利は直径1～2センチのもの

をよく洗って使

用すること。

砂は水洗いして

泥を落すこと。

木炭は一度赤赤

とおこしたもの

に水をかけて消

炭し、大きさ1

センチ以下にし

て水洗いして使

用すること。

浄化装置略図

報い雛ぜ

成人者健康診断
もれなく受けましよう。

とき1月16．17日午前9時～午後3

ところ勝山保健所大野出張所

成人者感想文募集

　

市の教育委員会では、今年成人され

た方から感想文を次のとおり募集して

います。ふるって応募してください。

○題名「成人式を迎えて」

○内容々私は将来こんな人間になり

　　　　

たい々t私は現代の社会に。対

　　　　

してこう思う々し

　　　　

間入りする決意い

　　　　

俳句など。

○応募資格う年成人になられる大野

　　　　

市民っ

O枚数400字詰原稿用紙5睨以内。

○締め切り2月末日

○提出先大野市教育委員会

　　　　　　　

社会教育課

　

人選作品には記念品を贈星します。

入学児童の

身体検査日程

前の日に入浴を

お忘れなく

上庄小学校

　　

1月9ロ（1時～3時）

下庄小学校

　　

10日〃

富田小学校

　　

11日〃

乾側小学校

　　

12日／z

有終旧小学校

　　

13日〃

　

有終西小学校14日・z

なお当日種痘の接種もおこないます。

早い知らせ少ない損害

火事は119番へ

　

lみなさん火事をみつけたらすばや

く119番、消防署へ知らせま

しよう々。火事を発見しても消防署へ

の知らせがおくれたり、まちかつて警

察（□0番）へかけたりする方が多く、

そのため大火となる場合がありますの

で掬こ次のことに注意しましよう。

1．火事を知らせる場合は

　　　　

ダイヤル1．1．9を

　

これは火事を知らせる専用電話です

　

から、普通の問い合せとか、消防署

　

の連絡などに。は絶対に使用しないで

　

おきましよう。

2．消防署の普通電話は6－2503番です

　

しかし火事の場合この電話は消防団

　

とか、現場との連絡に使われますの

　

で、とくにわたくしたちの問い合わ

　

せには応じられないことがあります

　

ので、協力してください。

3．火事が発生してから1時間以内は、

　

火事についての問い合せは遠慮しま

　

しよう。

初を！

　

給 8，600円の自衛官

志願して16日めに入隊

　

ただいま陸、海、空自衛官募集中で

す。ふるってご応募ください。

　

資格、身心共に強健で満18歳以上25

歳末満の者。受付期間1月25日まで。

志願手続など詳細については市役所総

務課か各出張所へ問い合せてください

蕭夜雨鷲

大幅に改善された

　

国民年金のおはなし

　

尋
ね
る
人

町
子
さ
ん
、
村
作

さ
ん

　

答
え
る
人

市
民
課
、
大
野
さ

ん町
子
国
民
年
金

制
度
の
内
容
が
改

善
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が

ど
ん
な
点
が
変
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

大
野
さ
き
の
（
十
月
）
の
臨
時

圓
会
で
そ
の
法
案
が
成
立
し
て

私
た
ち
に
と
っ
て
ょ
り
身
近
な

国
民
年
金
に
な
っ
だ
の
で
す
が

ま
ず
第
一
に
、
老
令
年
金
の
繰

り
あ
げ
支
給
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
は
六
十
五
才
に

な
ら
な
け
れ
ば
も
ら

え
た
か
っ
た
の
が
、

六
十
五
才
で
受
給
さ

れ
る
条
件
に
あ
る
人

が
希
誕
ず
れ
ば
、
六

十
才
？
り
で
も
支
給

″
ぐ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

町
子
そ
の
額
は
い

’
≒
－
し
り
で
す
か
。

大
野
六
十
五
才
か

ら
上
も
ら
う
は
ず
の
年

金
を
、
繰
り
あ
げ
て

も
ら
う
の
で
す
か
ら

9
分
成
狐
さ
れ
、
七

の
口
合
は
六
十
才
か
ら
支
給

を
受
け
る
と
き
は
、
六
十
五
才

か
ら
支
給
さ
れ
る
本
来
の
老
令

年
額
の
六
割
程
度
、
六
十
四
才

か
ら
も
ら
・
り
場
合
は
九
割
程
度

と
な
り
ま
す
。

村
作
準
一
一
吋
十
年
金
制
度
と
い

う
の
が
で
き
た
そ
う
で
す
が
、

ど
ん
な
制
度
で
す
か
。

大
野
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
お

ば
あ
さ
ん
が
孫
を
養
っ
て
い
た

り
、
お
ね
え
さ
ん
が
弟
妹
を
養

っ
て
い
る
よ
う
な
家
庭
を
進
母

子
世
帯
と
呼
び
、
こ
う
し
た
家

庭
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

町
子
も
う
少
し
く
わ
し
く
説

明
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

大
野
そ
れ
で
は
具
体
的
に
申

し
ま
し
よ
う
。
準
母
子
年
金
は

次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
祖
母

や
、
姉
が
母
子
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
夫
に
死
別
し
た
祖
母
が
孫
と

　

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と

　

き
o

2
ム
ヌ
コ
が
死
亡
し
て
配
隅
者

　

の
い
な
い
祖
9
が
、
孫
と
生

　

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き

3
夫
に
死
別
し
た
姉
が
弟
妹
と

　

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と

4
父
ま
た
は
祖
父
が

　

死
ご
し
て
子
ま
た

　

は
孫
で
あ
る
独
身

　

の
姉
が
、
弟
妹
と

　

生
計
を
同
じ
く
し

　

て
い
る
と
き
。

た
だ
し
こ
の
孫
ま
た

は
弟
妹
は
十
八
才
未

満
か
、
二
十
才
未
満

の
身
体
障
害
者
で
あ

っ
て
、
父
が
な
く
母

と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
も
の
に
限

ら
れ
ま
す
。

村
作
そ
の
額
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

大
野
そ
れ
は
母
子
年
金
の
額

と
同
じ
で
、
最
低
一
九
、
二
〇

〇
円
か
ら
最
高
二
五
、
八
〇
〇

円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
孫

ま
た
は
弟
妹
が
二
人
以
上
い
る

と
き
は
、
二
人
目
か
ら
四
、
八

〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

村
作
い
い
制
度
が
で
き
、
ほ

ん
と
う
に
結
構
で
す
ね
。
も
う

ほ
か
に
改
善
さ
れ
た
り
新
し
く

で
き
た
制
度
は
な
い
の
で
す
か

大
野
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が

次
の
機
会
に
お
話
し
し
ま
し
よ
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